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Ⅰ 新技術の解説  

 １ 要 旨  

  牧草地のムギダニに対する防除薬剤としてＭＥＰ乳剤（スミチオン乳剤）が、平成９年９月８日に登録許可

されたが、その防除適期は明らかではなかった。このため、表１に示した通り異なる時期おいて防除効果の

違いを確認することで適期を検討した。その結果、第２世代を防除対象とし、３月下旬から４月上旬にかけて

が防除適期であった。 

 

(1)防除方法  

 ＭＥＰ乳剤1000倍液を10a当たり100?を動力噴霧器等で全面に散布する 

(2)防除の結果 

 試験1及び2では翌春に、試験3では防除12日後に処理区の生息密度が上昇したので（表2～4）、防除後

に孵化が起きたことが推察された。一方、試験6では防除直後には処理区の生息密度が低下したが、翌春

には対照区の水準まで処理区の生息密度が上昇しており、防除時点で既に休眠卵が多く産まれていたこと

が推察された（表7）。 

 これに対し、試験4及び5においては防除直後はもとより翌春まで防除効果が持続していたので、3月下旬

から4月上旬にかけてが防除適期と考えられる(表5及び6）。 

 

２ 期待される効果  

(1)牧草地のムギダニを必要最小限の薬剤散布で防除できる。 

(2)防除効果を長く保ち、牧草の安定生産を継続できる。 

(3)防除費用を節減できる。  

 

３ 適用範囲  

  県内のムギダニ生息牧草地 

 

４ 普及上の留意点  

(1)各地域の日平均気温が７℃以上になる時期を目安とする（県北・浜通りは３月下旬、県中・県南・阿武隈

山間・岳山麓・会津は４月上旬）。 

(2)積雪地帯では、根雪が融解した後防除する。 

(3)散布直後に降水のない時機を捉えて防除する。  

(4)ムギダニの日周活動と好適温度を踏まえて防除する（夜行性のため午後３時以降活動が活発化し、牧草

の葉上に群れて吸汁加害する。保温したビニール室内では10 ℃前後で活発化するが、防除時のムギダニ

の状態から見て、気流のある野外では15℃前後で風穏やかな時を選ぶ必要がある）。 

(5)防除後7日間は収穫または入牧しない。 

(6)4月に入ると休眠卵を産む確立が高まるので、防除時期を逸すると効果を減ずる。 
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